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乳頭腫にみられたKoilocyteの電顕像について
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　抄録：56才男性の右下顎歯槽堤に発生した乳頭腫に認められたkoilocyteを電顕的に検索した。　Koilocyte

の核は不規則型で，核質は不均等に濃縮し，比較的明瞭な核小体を有していた。光顕的に核周囲明帯として

認められたところはほとんど細胞質をみない均一無構造である細胞と大小多数の空胞状構造の集合よりなる

細胞があった。核周囲明帯はouter　nuclear　membraneの外側に形成されていた。細胞質の周辺帯は均等

に分布する著明なtonofilamentが主体をなし，その間に小胞，空胞，小胞体，糸粒体などがわずかに散在

していた。隣接細胞とは密に接し，多数のdesmosomeが認められた。　Virus　particleは認められなかっ

た。これらの所見をもとに子宮頸部粘膜にみられるkoilocyteの電顕的所見と比較し，若干の考察を加えて

報告した。
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緒 言

　1956年，KossとDurfee’）は胞体の明るい部

分によって囲続された比較的小さい過染性の不

規則型の核をもつ大きな上皮細胞をkoilocy・

tot輌c　atypiaと命名し，このような細胞が子宮

頸癌のほか異型上皮および乳頭腫にもみられる

ことを報告した。今日，このような特徴のある

細胞はkoilocytotic　atypiaあるいはkoilo・

cyteなどと呼ばれ，婦人科領域では病理組織

学的2），免疫組織学的3）および電顕的4’5’6）に検

索され，papillomavirusと密接な関連がある

ことも報告されている5’‘）。その上，papilloma－

virus感染により悪性腫瘍への移行を容易

にする3）ともいわれている。しかしながら，こ

れまで口腔領域の病変においてkoilocytotic

changeは常態像とみなされ，特別な注意が払

われていなかった。最近，口腔内に出現した乳

頭腫において他の病変よりも高率にkoilocyte

が出現する7）ほかpapillomavirusもこれに関

与していることが示された3’8）。そこで著者ら

はkoilocyteの本態の解明を目的に口腔に生

じた乳頭腫に出現したkoilocyteを電顕的に

観察したので，若干の考察を加えて報告する。

材　料・方　法

　検索に用いた材料は59才男性の右側下顎歯槽

堤に生じた隆起性の病変で，組織学的に乳頭腫

と診断され，多数のkoilocyteが出現してい

たものである（Fig．1）。電顕的観察にあたって

は光顕的観察のため10％ホルマリンで固定され

ていたこの症例の残りの組織片を中性燐酸緩衝

液にて十分に洗浄し，2．5％グルタールアルテ

ヒドで2時間再固定し，オスミック酸にて後固
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Fig．1．Typical　koilocyte　（arrows）observed　in　oral　papilloma、　H－E　stain．

定の後，通常の万法で電顕標本を作製し、JE

M100B型電r顕微3」ヱで観察した。

成 績

　乳頭腫に出現していたkoilocyteは組織学

的に大型で比較的明るい胞体をイ了し，不規則型

で過染性の小型の核は核周囲に明瞭な明帯をも

っていた（Fig．1）。核周囲明帯と胞体／，1司辺帯と

の境界は明瞭であった。また、核周囲明帯は

PAS染色にて陰性であった。

　電顕的にkoilocyteの核は小型で不規則な

陥入を示し，核質は不均等であったが，比較的

明瞭な核小体をもつ細胞もあった。核周囲明帯

は均一無構造なところに糸粒体および小胞など

が散見される細胞（Fig．2）と明瞭な限界膜を

もった人小多数の空胞状構造の集合よりなる細

胞があ・・た（Fig．3．4）。また，均一無構造お

よび空胞状構造の集合よりなる核周囲り1帯は

inner　nuclear　membraneとouter　nuclear

membraneの問、すなわちPerinuclear　cis≡

ternaの拡大したものではなく，　nuclear

envelopeとclumped　chromatinの1nlの離

解によって形成されたものでもなかった。

　細胞質の周辺帯は粗で不規則に配列する豊富

なtonofilamentが主体をなし，この間にわず

かな小胞，空胞，糸粒体などが散見された。

　Koilocyteは隣1接している細胞と密接し，た

がいの細胞突起ぱdesmosomeによって接着

していた。なお，今川の検索においてはvirus

particleを観察することはできなかった。

考 察

　日腔領域の病変に認められた　koilocyteに

ついての電顕的研究はこれまでみられない。子

官頸部の粘膜上皮にみられた　koilocyteの電

顕的特徴4〕は（1）核の不規則な縮小，（2）核

質の荒い分布，（3）胞体の周辺帯における不

り↓則に分布する増加したtonofilament，（4）

核周囲明帯とそこにおけるまばらに散在する

ribosome、などである。著～1らが観察した乳

頭腫に出現していたkoilocyteの電顕像はr

宮頸部粘膜でみられる　koilocyteの電顕的特

徴に一一一致していたが，核周囲明帯のribosome

は明確でなかった。これは著者らが観察した材

料が一川．ホルマリンにて固定されていたもので

あったことに起因すると思われる。
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　　Fig．2．　Electron　micrograph　of　koilocyte．
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　　　　　　　　　　　　　　Note　irregular　nucleus　with　coarse　chromatin，　clear
perinuclear　zone　contained　few　organells　and　marked　tonofilaments　in　outer　zone．

　核周囲明帯は光顕的には　koilocyteのすべ

てについて同様の組織学的特徴を示していた

が，宮者らの今回の電顕的観察においては細胞

小器’［rに乏しい均一無構造でわずかな小胞，糸

粒体が散見される細胞と，これが大小多数の空

胞状の構造の集合よりなる細胞がみられた。こ

れらの所見はkoilocyteの形成過程の時・期ll勺

な差によるものか，あるいは全く別な意味をも

つものなのかの判断は困難であった。今後，検

索されわぽならない点の一つであろう。また，

核周囲明帯が大小多数の空胞状構造の集合より

なっているとの記載はこれまでにみられず，そ

の【：，この明帯が　inner　nuclear　membrane

とclumped　chromatinの離解あるいはperi・

nuclear　cisternaの拡大したものでないなど

の所見はOkagakiら4’が子宮頸部粘膜一1二皮で

観察したkoilocyteについての電顕所見と一

致していた。

　さて，粘膜L皮細胞がこのような変化をきた

すのには細胞内でどんな異常状態が起っている

のであろうか。Okagakiら4＞は細胞あるいは

核蛋白の低濃度．あるいは胞体と核における水

分の増加，すなわちphysiochemical　dy－

namiCSによってこのような細胞の変化が起こ

ると考えている。しかし，その引き金になるの

は何であるかは今llでは明確にされていない。

Dysonら3）は免疫組織化学的にHPV（Human

papillomavirus）陽性を示す細胞の核は常に

perinuclear　haloをもち，容易にkoilocyte

と確認できたといい，virus感染を表現する
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Fig．3．　Electron　micrograph　of　koilocyte．

　　　of　some　vesicles　and　vacuoles．
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Note　clear　perinuclear　zone　consisted　of　aggregate

細胞としての重要性を強張している。また，

Komorowskiら2）は子宮頸部の生検材料をも

とにkoilocyteを検索し，その上皮あるいは

上皮下組織に炎症性細胞浸潤をともない，多く

の症例でtrichomonasなどの感染を合併し

ていることから　koilocyteの形成過程におい

て炎症の関与を示唆している。

　Koilocytotic　changeの自然な変遷は現在

不明である。Komorowskiら2）はこの変化は

reversibleであり，なかには消退するものも

みられているが，その機転は不明であると述

べている。口腔領域の病変について出現する

koilocyteについても今後の検索によってその

本態が解明されることが望まれる。

結 論

　日腔に発生した乳頭腫に認められたkoilo－

cyteを電顕的に検索し，次の結論をえた。

1．核は不規則型で，核質は不均等に濃縮し，

核小体は比較的明瞭であった。

2．光顕的に核周囲明帯として認められたころ

は電顕的に均一無構造な細胞と大小多数の空胞

状構造の集合よりなる細胞があった。

3．核周囲明帯はouter　nuclear　membrane

の外側に形成されていた。

4．細胞質の周辺帯は比較的均等に分布する著

明なtonofilamentが主体をなしており，その

間にわずかの小胞，空胞，小胞体，糸粒体など
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Fig．4．　Electron　micrograph　of　koilocyte．　Note　reduction　of　nuc｜ear　size

　　　　　　　and　clear　perinuclear　zone　consisted　of　vacuoles．
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with　chromatin　lumping

が散在していた。

5．Virus　particleは認められなかった。

　　本論文の要旨の一部は第73回日本病理学会総

会（東京，4月5日，1984）にて発表した。

　Abstract：Koilocytes　were　studied　in　oral　papilloma　from　a　59－year－old　man　with　transmission

electron　microscopy．　The　koiIocyte　was　represented　by　irregular　nuclei　with　coarse　chromatin

clumping．　The　clear　perinuclear　zone　was　almost　completely　lacking　of　a　cytoplasmic　component

or　an　aggregate　of　some　vacuoles．　However，　an　increase　of　tonofilaments　in　the　outer　zone　of　the

cells　was　noted．　No　virus　particle　was　detected　in　the　nuclei　of　the　cells　within　the　observed　area．
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